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～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午後２時00分 開会 

○議長（林 健児君） 

 ただいまの出席議員数は11人です。定足数に達していますので、ただいまから令和４

年10月大治町議会臨時会を開会します。 

これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第127条の規定により、３番手嶋いずみ議員、４番後藤田

麻美子議員を指名します。 

 

 日程第２、会期の決定についてを議題とします。 

 議会運営委員長から会期の報告を求めます。 

○議会運営委員長（下方繁孝君） 

 議長。 

○議長（林 健児君） 

 議会運営委員長、お願いします。 

○議会運営委員長 下方 繁孝 

  本日、議会運営委員会を開会し、令和４年10月大治町議会臨時会の会期を本日１日限

りと決定しましたので御報告申し上げます。 

○議長（林 健児君） 

 お諮りします。 

 議会運営委員長の報告どおり、会期は本日１日間とすることに御異議ありませんか。 

        ［｢異議なし」の声あり］ 

○議長（林 健児君） 

 異議なしと認めます。したがって、会期は本日１日間と決定いたしました。 

 

 日程第３、議案第55号令和４年度大治町一般会計補正予算（第７号）を議題とします。 

 町長から提案理由の説明を求めます。 

○町長（村上昌生君） 

 議長。 

○議長（林 健児君） 

 町長、お願いします。 

○町長（村上昌生君） 
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  議案第55号令和４年度大治町一般会計補正予算（第７号）。 

  令和４年度大治町の一般会計補正予算（第７号）は、次に定めるところによる。 

  第１条第１項、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億4098万1000円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ101億1881万1000円とする。 

  第１条第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。令和４年10月21日提出、

大治町長。 

  今回の補正の内容は、歳出におきましては、電力・ガス・食料品等の価格高騰による

負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい住民税非課税世帯等に対し、１世帯当たり

５万円の給付を行うための経費として１億3797万3000円を計上し、ごみ袋を追加で購入

するための経費として300万8000円増額するものでございます。 

  歳入におきましては、これらの財源として、住民税非課税世帯等に対する価格高騰緊

急支援給付金の給付事務費補助金として697万2000円、給付事業費補助金として１億3100

万円を計上し、財政調整基金繰入金を300万9000円増額するものでございます。 

○議長（林 健児君） 

  これから質疑を行います。 

  質疑のある方、どうぞ。 

○９番（ 原経夫君） 

  議長。 

○議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

○９番（ 原経夫君） 

  まず、11ページの住民税非課税世帯等に対する価格高騰緊急支援給付金でお尋ねをい

たします。議案説明会の中で非課税世帯2,600名という数字を上げていただきました。基

準日が９月30日でもう過ぎているので、それで大まかな人数が出ていることはまだシス

テム改修などなど行われていないため正確にわかっていないということだと思いますが、

この2,600名の根拠ですね。また、家計急変世帯も20世帯、この根拠ですね。昨年までの

実績なのか今年度までの実績なのか、そこら辺などでお願いいたします。 

  もう１点は、13ページの消耗品費、ごみ袋の件で300万8000円ですが、当初予算が1700

万ちょっとで300万足すと2000万を超えるわけで、令和３年度の決算だと1700万なかった

ということです。これは最近石油などが高騰して、今年度買うときに単価が高くなって

枚数が減ったのか。それともごみ袋を決算で使ったものを全部、つまり買ったものです

ね、町が。それを全部町がその年度で使うわけじゃなくて在庫等々の関係もあります。

在庫などの関係なのか。その２点お聞きします。 

〇福祉部次長兼民生課長（猪飼好昭君） 
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  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  福祉部次長兼民生課長。 

〇福祉部次長兼民生課長（猪飼好昭君） 

  まず、11ページの給付金の2,600世帯と20世帯の根拠でございます。 

  令和４年９月30日時点の非課税世帯、こちら税務課のほうで把握している数字が2,508

世帯でございます。その数値を世帯数を参考に未申告者でありますとか令和４年１月２

日以降の転入、こちらのほうを見込みまして2,600世帯とさせていただきました。 

  次に家計急変世帯でございますが、国から通知がございまして令和４年度の非課税世

帯に対する臨時特別給付金10万円支給、こちらの令和４年度の給付実績を上限とすると

いうことで通知が来ておりますので、令和４年の４月から20世帯給付しておりますので

20世帯と見込ませていただきました。以上です。 

〇産業環境課長（鈴木昌樹君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  産業環境課長。 

〇産業環境課長（鈴木昌樹君） 

  ごみ袋につきましては、確かに１枚の単価は上がっているものではございますが、今

回の補正をお願いする件につきましては、倉庫にあります在庫とストックを加味したと

ころ、今後において不足が生じる可能性があるということで今回お願いしたものでござ

います。 

〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  ９番 原です。今、ごみ袋の件は単価が上がっているということよりも在庫の関係だ

ということですが、結局、昨年度末、今年度当初でもいいですが在庫どれぐらいあった

か。管理は当然されてみえると思うんですがどうでしょうか。 

〇産業環境課長（鈴木昌樹君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  産業環境課長。 

〇産業環境課長（鈴木昌樹君） 

  今回、補正で上げさせていただいておりますプラ大のごみ袋でございますが、在庫等
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ストック、９月時点で申し上げますと在庫のほう551箱なので袋で換算しますと11万200

枚でございます。これが先日600箱納品されましたので実質941箱ございますので、今現

在18万8200枚ございます。こちらのほう来年度の発注から納品までを加味したストック

分を勘案しまして今回の補正をお願いしてるものでございます。 

〇９番（ 原経夫君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  ９番 原議員。 

〇９番（ 原経夫君） 

  10月の時点で足りない。言われるとおりで、だから補正予算を組む。よく理解できる

ことでございますが、会計年度、決算ですね３月までですから会計年度は、３月末の時

点、昨年度の。もしくは４月当初の時点でそれぞれどれぐらいあったのかと。 

  それから、毎月点検するのがいいかどうかわかりませんが、何カ月に１回ぐらいそう

いうのはきちっと点検しているんでしょうか。見ればわかるということでそういうこと

は適宜見に行くことになっているんでしょうか。 

〇産業環境課長（鈴木昌樹君） 

  議長。 

〇議長（林 健児君） 

  産業環境課長。 

〇産業環境課長（鈴木昌樹君） 

  失礼しました。プラ大、今年度、前年度からのストックでございますが年度明けの、

こちらのほうプラ大のほうが前年度繰り越しが1,702箱でございますので、34万400枚ご

ざいました。大体これ月平均、販売として出るのが210箱でございますので、枚数に換算

しますと今のところ４万2000枚という状況でございまして、こちらのほうで算出して今

回補正のほうをお願いしたものでございます。 

〇議長（林 健児君） 

  他にありませんか。 

        ［｢なし」の声あり］ 

○議長（林 健児君） 

  これで質疑を終わります。 

  お諮りします。 

  議案第55号は、会議規則第39条第３項により委員会の付託を省略したいと思いますが、

これに御異議ございませんか。 

        ［｢異議なし｣の声あり］ 

○議長（林 健児君） 
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  異議なしと認めます。 

  ただいま議題となっています議案第55号は、委員会の付託を省略することに決定いた

しました。 

  これから討論を行います。 

  まず、原案に反対の方の発言を許します。 

        ［｢なし｣の声あり］ 

〇議長（林 健児君） 

  これで討論を終わります。 

  これから議案第55号を採決します。 

  議案第55号は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

        ［起立 全員］ 

○議長（林 健児君） 

  起立全員です。したがって、議案第55号は原案のとおり可決されました。 

 以上で、本日の日程は全部終了しましたので会議を閉じます。 

  これで令和４年10月大治町議会臨時会を閉会します。 

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～ 

午後２時11分 閉会 
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 会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

 

  議  長  林  健 児 

 

 

  署名議員  手 嶋 い ず み 

 

 

  署名議員  後 藤 田 麻 美 子 


